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１. 序論 

1-1.研究背景及び目的 

 東日本大震災で

は,住宅の被害だ

けではなく集会所

も被害を受けてお

り，数が減少して

いる．集会所とは，

地域社会の交流を

生み出す地域住民

の集会の場として

配置された． 

現在では地域復興活動を行う場となっており，震災時

にも防災拠点としての役割を担った．震災後の雄勝半

島では，集会所の現象に対し，新たに集会所を建設す

る計画(Fig1)がある．本研究では，現存する集会所を

調査し，利用実態・建築形態について明らかにし，今

後の集会所の建築計画に役立つ設計与条件を把握する

ことを目的とする． 

1-2.雄勝半島における津波による集会施設の被害 

雄勝半島では，東日本大震災によって，集会所が 23

カ所から 4カ所に減少した．そこで，震災後も現存す

る名振・大須・羽坂・荒の 4ヶ所について調査を行う． 

 

２. 既存集会所調査 

2-1.調査結果 

ヒアリング調査と利用記録簿調査及び実測調査によ

り得られたデータを Tab2にまとめる．ヒアリング調査

と利用記録簿調査から，利用頻度や使い方に差はある

ものの，共通して外部団体の活動やそれに伴う宿泊に

対して協力的であることが分かった．実測調査からは，

荒・羽坂・大須において以下の①～③もデザインコー

ドがあることが考えられる． 

① 玄関と大広間が直結している 

② キッチン・大広間，ステージの直線的な関係 

③ ②を挟む廊下があり，廊下に付属する形式でト

イレ，倉庫がある 

  

特徴 物置部屋が多い 

荒 羽坂 名振 大須 

集会所写真 

平面図 

利用記録 （震災前） 記録なし H21年～H23年3月 11日 (85回使用) 記録なし H21年～H23年3月 11日 (108回使用) 

利用記録 （震災後） 記録なし H23年3月11日～現在 (3回使用) H23年3月11日～現在 (92回使用) H23年3月11日～現在 (404回使用) 

キッチンが大きく、広場で盆踊りを催す 体育館ような形、大広間にも入口がある 大広間が大きく,震災による被災が軽度 

Tab2.既存集会所一覧表 

 

Tab1.雄勝半島地区における既存集会所※2 

 
地区名 名称 延床面積（㎡） 建築年 建築主体 建築所有者 土地所有者

名振 名振老人憩の家 213.65 昭和55年11月 雄勝町 石巻市 名振新生会

名振地区コミュニティセンター 371.40 平成12年3月 雄勝町 石巻市 石巻市

船越 船越老人憩の家 182.18 昭和51年3月 雄勝町 船越区 船越区

船越漁村センター 606.17 昭和58年3月 東部漁協 東部漁協 石巻市

荒 荒老人憩の家 172.23 昭和52年12月 雄勝町 石巻市 船越区

大須 大須老人憩の家 198.74 昭和51年12月 雄勝町 石巻市 大須地区会

大須漁村センター 443.86 昭和57年3月 東部漁協 東部漁協 石巻市

熊沢 熊沢生活センター 139.67 昭和51年3月 熊沢 熊沢 石巻市

羽坂 羽坂老人憩の家 142.39 昭和54年3月 雄勝町 石巻市 石巻市

桑浜 桑浜老人憩の家 203.71 昭和56年12月 雄勝町 石巻市 石巻市

立浜 立浜老人憩の家 231.86 昭和58年2月 雄勝町 石巻市 立浜協和会

大浜 大浜地区コミュニティセンター 173.90 平成16年3月 雄勝町 石巻市 大浜親和会

小島 小島会館 116.00 昭和40年3月 小島 小島 小島共振会

明神 明神憩の家 231.87 昭和59年1月 雄勝町 石巻市 明神共和会

伊勢畑 伊勢畑地区コミュニティセンター 303.08 昭和59年12月 雄勝町 石巻市 伊勢畑新興会

下雄勝 下雄勝会館 259.20 昭和54年9月 下雄勝 下雄勝 下雄勝共和会

上雄勝 上雄勝町内会館 257.78 昭和53年11月 上雄勝 上雄勝 上雄勝町内会

味噌作 味噌作親交会館 245.94 昭和55年11月 味噌作 味噌作 味噌作新興会

船戸 船戸部落会館 90.91 昭和52年8月 船戸 船戸 船戸友好会

唐桑 唐桑会館 58.58 昭和38年3月 唐桑 唐桑 杉山勝治　外１

水浜 水浜漁村センター 467.41 昭和56年2月 雄勝町 石巻市 雄勝湾漁協

分浜 分け浜老人憩いの家 167.80 昭和54年10月 雄勝町 石巻市 鈴木喜助　外８

波板 波板老人憩いの家 134.68 昭和55年1月 雄勝町 石巻市 波板地区会

Fig1. 雄勝地区全体集会所※1 

1：日大理工・院(前)・建築 2：日大理工・教員・まちづくり 3：日大理工・教員・建築 
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①～③は Fig2のような，雄勝地区の伝統的な住宅の形

式にも共通していることが考えられる． 

Fig2. 雄勝地区における伝統的な住宅 

2-2.小結 

1） 外部団体の受け入れには協力的である 

2）  各集会所には特徴的な広さを持った部屋がある 

3） 集会所の平面が伝統的な雄勝の住宅の延長にある 

4） 大須の震災後の利用率増加は参考となる 

３. 各浜集会所予定地の設計与条件 

3-1.利用者条件 

 集会所を計画するにあたり，Tab3から集会所の位置

と，残存人数及び防集団地人数によって利用者の属性

が違うということを意識する必要があると考えられる．

 

 

例えば桑浜の場合，高台移転地に 5世帯，19人が住む

宅地が造成されている中で，周辺には既存集落の 11世

帯，34人が残っている．そのため，この集会所計画に

は，防集団地周辺の残存住民の使い方及び利用頻度を

設定するのがより重要な条件になると言える． 

 

3-2.敷地条件 

 人口に対して，集会所予定地の面積には大きな違い 

がある．敷地形態の違いにも着目する必要がある．ま

た，立地的にも海への眺望ができるかどうかは集会所

の形態に影響を与えると考えられる． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig5. 桑浜土地利用計画図 米3と敷地条件一覧 

桑浜の場合、集会所の敷地が団地の奥側にあるため，

海への眺望ができない．そして，南の方には公営住宅

地が接し，西と北の方には斜面がある状態で，東の方

だけが開放されている敷地である. 

４. 今後の展望 

 実測調査から得られた室の構成は，雄勝のおいて残

すべき手法だと考える．今後は，集会所を主に利用す

る可能性が高い住民に，要望を細かくヒアリングし，

集会所の建築計画に活かす必要がある．また，浜同士

でプログラムを共有することができるような計画も検

討していきながら今後の計画・設計に活かしていきた

い． 
本研究は，日本大学理工学プロジェクト「東日本大震災復

興を契機とした地域の固有性・多様性に応える地域再生と復
興住宅等の建築設計に関する研究～宮城県石巻市雄勝町を対
象として～」を基に行っている。 
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Tab3.各浜設計与条件一覧表※4 

 

Fig3.防集団地人数と残存人数の相関性 

 

Fig4.防集団地世帯数と残存世帯数の相関性 
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